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成長している。
　2年目（1才）も，60mmから95mmまで35mm成長し，3年目（2才）になっても，95mm
から112mmまで17mm成長する。4年目以降（3才以上）になるとあまり成長しなくなり，
年間成長量は2～3mmとなる。しかし，成長はわずかながらつづき，6才で120mmを越す。
この調査で記録した最大の個体はオス134，メス135mmである。
　初めて繁殖に参加した年令，つまり性成熟年令は，オスでは3～4才，一部は2才で
あるが，メスは，ごく一部に2－3才で参加するものもいるが，主力はオスより1年お
くれた4～5才である。
　繁殖参加したオスの最小形は87mm，メスでは推定であるが95mmである。しかし，オス
はふつっは100mmを越えたころに性成熟する。2才春の体長は平均95．2，最大111mmであ
り，3才春になると平均112mm，最小のものでも106mmに成長しており，満3才ですべて
のオスが性成熟可能になるものと思われる。
　（3）生残率と寿命
　1972・1975年級の1才以降の生残率を表2に示す。
　1975年級では，1才のうち45．7％が2才まで生き残り，2－3才で69．8％，3－4才
になると実に83．3％が生き残っている。この高率の前年比生残率は，1972年級では7－
8才（69．6％）まで続く。つまり2才を過ぎると毎年20～30％のものしか死亡しないこ
とになる。なお，1972年級の1－2才の生残率が87．1％と高い（1975年級は45．7％）の
は，この級に標識をつけたのが1．5才の秋であったためである。1才春に標識した1975年
級が，春から夏にかけて減少したのに対し，1972年級はその減少したのちに標識したこ
とになる。このことから逆に，冬眠中の死亡はごく少ないことが推定される。
　卵から満1才までの生残率は調べていない。いくつかの資料から，1975年級について
推定した結果は，卵からオタマジャクシ時代におよそ90％が死亡し，上陸後満1才まで
の間に97％が死亡するということになった。両者を合わせれば，卵から満1才までに99．7％
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表2．3つの年級の発見数，推定生残数生残率，および，前年比生残率．
1975年級
年　　度
年　　令
1976　　　1977　　　　1978　　　　1979　　　1980　　　1981
1　　　1　　　薗　　　W　　　V　　　VI
発見数　　　　188　　43
推定生残数　　　　　188　　86
生残率（％）　　　　100　　457
前年比生残率（％）　　　　　45．7
23　　　34　　　25　　　16
60　　　50　　　33　　　16
31．9　　　26．6　　　17．6　　　　8．5
69．8　　　　83．3　　　66．0　　　48．5
1972年級
年　　度
年　　令
1973　　　1974　　　　1975　　　　1976　　　　1977　　　　1978　　　　1979　　　1980　　　1981
11竃llv　v　yl　V口遁IX発見数　　178　144　24推定生残数　　　　　178　　155　　64
生残率（％）　　　　100　　8τ1　3τ6
前年比生残率（％）　　　　　　8τ1　432
60　　　　　50　　　　　39　　　　　23　　　　　16　　　　　　4
33．7　　　28．1　　　21．9　　　　12・9　　　　9．0　　　　23
8｛｝6　　　83．3　　　78．0　　　59．0　　　6…λ6　　　25．0
発見数：その年実際に発見した数．推定生残数：その年発見しなかったが，後年に発見した数を加えた
数．
が死亡することになる。
　ヒキガエルは，したがって，1才までに大半が死亡するが，1才を過ぎるときわめて
生残率の高い動物であるということになる。
　なお，生後1．5才まで生きのびた個体のその後の平均余命はおよそ2．7年（生後約4年），
性成熟にまで達した個体では，オス5．3年（生後6－7年），メス4．2年（生後5－6年）
であった。メスは繁殖時オスにしめ殺されるものもいたりして，オスよりも寿命は短い。
　1971年生まれと推定されるオス2個体が1982年春の繁殖に参加したことを確かめた。
これらが記録された最高年令であり，11年に達する。メスの最長記録は8年であった。
　5．ヒキガエル集団の継続と減亡
　私が主として調べてきたH池で繁殖する集団，すなわちH池群は，1976年以降続けて
繁殖に失敗し，1983年現在も復活していない。ここではH池群を例にとって，1つのヒ
キガエル集団がどのように生まれ，継続し，消滅していくかについて考察してみたい。
　H池は，1960年代前半につくられた池である。したがって，おそらく当時はヒキガエ
ルの繁殖池とはなっていなかったであろう。私が調査をはじめたのは1973年であるが，
1974年春の繁殖期の調査から，きわめて興味深い結果が得られている。この年，繁殖に
参加したオス143個体の体長平均は104．Omm，110mmを越す個体は6％しかおらず，最大個
体でさえ114mmである。メス11個体の平均も106．6mmにすぎなかった。成長曲線から見る
と，2才春で平均95．2mm（77～111mm），3才春で平均112．Omm（106～122mm）である。こ
の年の繁殖参加者は，したがって，2～3才の個体であり，4才はほとんどいなかった
と考えざるを得ない。
　1974年春の2才は1972年，3才は1971年生まれである。そこで，1970年以前数年間，
H池では繁殖に成功していなかったことになる。1974年に老成個体が全くいなかったこ
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とは，生残率と寿命からみて，少なくとも1965年以後はほとんど産出されていなかった
ことを示している。以後の調査記録を加えると，H池における新しい個体の産出状況は，
次の通りとなる。
1970年以前数年
1971・1972年
1973年
1974年
1975年
1976～1981年
ほとんど産出せず
多数産出
少数産出
ほとんど産出せず
多数産出
産出せず
　ここでの大きな疑問は、1971・1972年に大量の産出をした繁殖母体は何かということ
である。可能性としては，1960年代前半に生まれた個体が，1965年以降ずっと繁殖に失
敗してきたが，1971・72年に成功したというものである。たとえば，1963年級は1971年
に8才であり，繁殖はなお可能であるが，1973年には10才となってほぼ全滅したと考え
ると，1974年の繁殖期に老成個体がいなかったことも一応説明できる。しかし，メスの
最高寿命は8才であり，その時に大量の卵を産むほどメスが多く生き残っていたとは考
えにくい。
　もう1つは，1971・1972年に，城内の他の池で大量の産出があり，H池に移住してき
たとも考えられる。この方が可能性が高いと私は考えている。なお，大学内の施設であ
るので，実験・実習用に大量の大型個体を収集された可能性もあるかも知れない。
　いずれにせよH池においては，1970年以降，集団の主力を占めているのは1971・1972
年級であった。それ以後に加わった年令級は，1973年級（少数），1975年級の2つにすぎ
ない。
　1976年以降は，毎年相当多くの成熟個体が集まり，多くの卵が産みつけられたが，卵
あるいはオタマジャクシの間に，そのすべてが失なわれてしまった。1976・77年は，3
月中に産卵が終わり，その後に寒波がきて，すべての卵が凍死した。1978年以降は，艀
化は正常に行われたが，オタマジャクシの間に次第に減っていき，ほとんど上陸しなかっ
た。これは捕食によるものと思われるが，捕食者はつきとめられなかった。
　　　　　　　　　　表3．H・Y・M池における繁殖参加個体数．
年度　1974　1975傘　1976　1977　1978　1979　1980　1981通算
H池　♂
　　♀
　　計
Y池　♂
　　♀
　　計
M池　♂
　　♀
　　計
150
35
185
54
12
66
ま」?????????165
1；；
?
??
139
1莞
?
??
186
23
209
46
　4
50
24
16
40
88
36
124
67
18
85
19
15
34
65
19
糾
④?????
????????
??ー?
??
1
456
137
593
169
41
210
52
42
94
一 ：調査せず．申：調査不十分．
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　この再生産の失敗にもかかわらず，H池における繁殖参加個体は，1978年までは減少
していない（表3）。1979年にいたって，それまで180～200個体集まっていたのが124個
体に減少した。減少は急激で，1980年84，1981年50となる。特に，産卵の主体であるメ
スは1981年にわずか7個体となり，1982年には1個体しか産卵しなかった。
　1978年は，1971・1972年級がそれぞれ7・8才となり，メスではほぼ限界であるが，
1975年級が3才となって，特にオスは繁殖に参加してくる。1979年には，1971・72年級
が大きく減少し，1975年級だけでは支え切れなくなったのであろう。ただし，1975年級
は4才となり，そのメスはほぼこの年から参加をはじめる。メスの数は，1978年の23から
1979年の36へとかえって増えているのはそのためである。
　ニホンヒキガエルは，成熟したのちオスで5～6年（最高8年），メスで4～5年（最
高6年）の間，繁殖することができる。また，カエルとしては1腹卵数が5，000～20，000
ときわめて多いので，少数のメスでも，条件が良ければ，すなわちオタマジャクシと上
陸後3～4か月の間の死亡率が低ければ，大量の子孫を補充することができる。したがっ
て，4～5年の間産出がとだえても，集団は充分維持できるわけである。たとえば，1976
年以降産出のなかったH池でも，5年後の1980年に，オス65・メス19が繁殖に参加した。
メスはいずれも5～8才，体長120～130mmの大型個体で，15，000卵は期待でき，全体で
30万卵ほどが産出されよう。これは，1975年級の20万卵より大きく，この年1回でも成
功すれば，あと数年は集団を維持できたはずなのである。しかし，6～7年になると，
自力での回復は期待できなくなる。
　自然がずっとつながっている場合は，おそらく近くの繁殖池から補充されることにな
るものと思われる。金沢城のように孤立した地域では，城内の他の繁殖池も工事その外
で減少しつつあり，自然の回復は望めないかも知れない。
　6．個体の生活史
　この調査で，9年間に1526個体を標識したが，7年以上生存し，10回以上再捕して，
ほぼその一生を追跡できたのは，わずかにオス16，メス3の19個体にすぎなかった。こ
こでは，そのうちのオス・メス各1個体の一生を記載しておこう。
　オス（4112）：1973年秋，体長109mmで初採捕。体長から推定して，1971年生まれの個
体と思われる。以後，1975年を除き毎年再捕された。1976年（5才）に繁殖に初参加し，
1982年（11才）までの7年間，連続して繁殖に現れている。ただし，メスを抱接できた
のは，1979年（8才）のみである。1983年の繁殖期には見つけられなかったので，おそ
らく1982年中（11才）で死亡したのであろう。最終体長は129mmであった。
　メス（1412）：1973年秋，体長103mmで初採捕。1971年生まれと推定。1975年（4才）
に繁殖に初参加し，産卵。以後，1977年（6才），1980年（9才）にも産卵した。そのの
ち全く再捕していないので，1980年中に死亡したものと思われる。最終体長は119mmであっ
た。
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　なお，最も再捕回数が多かったのは，13×0オスであり，55回に達した。この個体は，
1973年秋に体長86mmで初採捕した時，すでに左足が根元からない障害個体であった。再
捕回数がおおかったのは，その不利をおぎなうため，健常個体よりもひんぱんに採食に
出てきたためであろう。この大きな障害にもかかわらず，この個体は，8才まで生き，
4回繁殖に参加し，抱接にも1回成功している。ただし，8才の時の体長は114mmしかな
く，8才の平均119．8mmに比べると，成長は相当劣っている。
　左足のない個体がこのように生存できるということは，ニホンヒキガエルの社会が，
あまり競争のない，おだやかな社会であることを示しているのではあるまいか。
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